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摘物組織培投器内における CO2濃度亜直分布の測定
古在豊樹・°大山克己・北宅善昭．．久保田智恵利（千梨大学園芸学部）
はじめに 培養器内において培投1j植物（本（以下、 4湘窮り（本）の純光合成速度が正であるとき、
CO2は培義器外から培投器内の/j荘［物（本近傍へ輸送される。これまでに、明期において培栢器
内の CO2濃度が低下し、小植物体の光合成が抑制されることが報告されている（富士原ら、
1987)。また、培養器内における気流速度は小さいことも報告されている（北宅ら、 1994)。
これらのことから、培養器の栓（以下、栓）および培蓑器内空気の CO2拡散抵抗は大きいと予
想される。そのため、 Il湘窮叶本の純光合成速度が正であるとき培蓑器内の CO2濃度は培義器外
よりも低くなり、さらにIl湘跨叶本近傍の CO2濃度は培養器内空間の他の場所の CO2澄度よりも
低くなると考えられる。また、 1j柑［物体の純光合成速度の大小により、培程器内における CO2
濃度垂直分布は異なると考えられる。そこで本研究では、光合成有効光董子束密度（以下、
PPFD)および培養器外の CO2濃度が異なる条件下で、培養器内における CO2濃度垂直分布の
測定を行った。
材料および方法 測定用培養器として、ガス採取管を取り付けたアクリル製チューブおよびガ
ラスカップを組み合わせ、試験管を摸した容器を作成した (Figure1)。栓には、上面に直径 10
mmの穴を開けて通気フィルター（商品名：ミリシール、日本ミリポア工業（株）製、孔径：
0.5 μm)を取り付けた試険管キャップを用いた。供試植物およびその培養条件をTable1に示す。
測定時のPPFD、温度およびCO2濃度をTable2（実験 l)およびTable3（実験 2) に示す。培
養器は、 CO2濃度を一定に保ったアクリル製の容器内に設置した。定常状態に達した後、それ
ぞれのガス採取管から培養器内空気を 0.35ml採取し、ガスクロマトグラフを用いて CO2濃度
の測定を行った。
結果および考察 PPFDおよび培養器外のCO2濃度にかかわらず、培養器内の CO2濃度は栓か
ら1植物体近傍に近づくにつれてほぽ直線的に低下した(Figure2およびFigure3)。栓から 5mm 
における CO2濃度と栓から 70mmにおける CO2濃度の差（△ C)は、培養器外の CO2濃度と栓
から 5mmにおける CO2濃度の差よりも大となった。つま り、試験管のような形状の培養器を
用い、栓のCO2拡散抵抗を小さくしたとき、栓の CO2拡散抵抗よりも培養器内空気の CO2拡散
抵抗は大きくなることが明らかになった。実験 lではPPFDが増加すると△ Cは大きくなった
が、 80μmo! m-2 s-1以上ではほぽ同じとなった。 PPFDが80μmo! m-2 s―1以上において△ Cが増大
しなかったのは、 1柑［物体近傍の CO2濃度が補償点付近となり、 4湘『物体の純光合成速度が増
大しなかったからである。実険2では培養器外の CO2濃度の増加とともに△ Cは大きくなった。
これは、培養器外のCO2濃度の増大とともに1湘咋叶本近傍の CO2濃度は商くなり、 4湘昨叶本の
光合成が促進されたことに起因する。
以上より、培養器内の CO2濃度は、栓からIl湘騨り体に近づくにつれてほぽ直線的に低下した。
また、栓付近の CO2濃度と1湘げ物体近傍のCO2濃度の差は、 PPFDおよび培養器外の CO2濃度
により大きく異なることが明らかになった。また、栓の CO2拡散抵抗を小さくしたとしても、
試験管のような形状の培養器を用いる場合、栓だけではなく培養器内空気のCO2拡散抵抗が大
きいことによってもIj "11［物体近傍へのCO2の輸送、すなわち/j'1i!［物体の光合成は抑制されるこ
とが明らかとなった。
・現在、大阪府立大学農学部
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Figure 1 Schematic diagram of the vessel 
for measurement. 
Table l Description of the pl叩 truterial and the 
culture conditions 
Pl皿叩tcrial: swcetpo~to 
(jpomoe尋 atas(L.) Lam., 
cv. Bcniazuma) 
Fresh weight : 530土49mg
Dry weight : 44土6mg 
L叫 area 1.2士1.0cm:! 
Medium 
Basal component: Murashige & Skoog (1962) 
Sucrose concentration: 0 g I― 
Gel血gagent: Gellan gum (2.5 g !"1)
Culture room 
PPFD.: 70 μmo! m・2 s・'
C 02 concentration : 1300土150μmo[ mor1 
Air temperature : 21土2℃
•Photosynthetic photon flL'< density on the empty 
culture shelf. 
Table 2 Measurement conditions in Experiment 1. 
PPFD• : 20, 50, 80 and 140 μmol m・2 s・1 
Air temperature inside the vessel : 25土0.5℃
CO2 concentration outside the vessel: 360 μmo! mo1"1 
・ppfo mea四red80 mm below the lid inside the vesel. 
Table 3 Measurement conditions in Experiment 2. 
PPFD•: 110 μmo! m・2 s・1 
Air temperature inside the vessel : 25土0.5℃
CO2 concentration out.side the vessel : 
130,340, 870,1890 and 2570 μmo! mor1 
•PPFD measured 80mm below the lid 
inside the vesel. 
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Figure 2 Effects of PPFD on CO2 concentration 
profile inside the vessel (Experiment 1). 
Horizontal bars represent standard 
deviation. 
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